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小笠原海溝底堆積物 中の 窒素循環に関わる微 生物相の 解析

○平井 美穂
1、布浦 拓郎

1、菊池 徹
2、坪内 泰志

1、小 出 修
1、西澤 学

1、 宮崎 淳一 1
、高井 研

1

1JAMSTEC
、

2
横浜市立大

Key　Word ：Sediments，Nitrogen　cycle

水深 7000m を超 える超 深海で は、ア クセ ス が困難なために、微生 物生態研究 の機会 は極め て 限 られ て い る。我 々 は、
2007 年 12 月、ROV 　ABISMO に より、小笠原海溝最 深部 （9760m ）から 1．lm の コ ア 堆 積物を採取することに成功した。こ の

堆積物 の 間隙水化学 組成は、硝酸還 元帯が海底 下 40cm 程度まで 及 ぶ
一

方、硫酸還 元 は殆ど生じて い な い こ とを示 唆 し

て い た。そこ で 、特 に堆積物表層 における窒素循環 に注 目し、窒素 循環に関連する微生物群 （好気 及び嫌気性ア ン モ ニ ア

酸化菌、亜硝酸酸 化菌、亜硝酸還 元菌）の 分布 を明らかにするために、こ の コ ア 堆積物 中 の 微 生物生態 研究を進め て い

る 。 これま で に、堆積物の 深度毎に 、SSU　 rRNA 遺 伝子 に よる群集構造解析 の 他 、窒素循環に関連す る機能 遺伝 子

（amoA 、　n ’
「

rK 、　hao／hzo）に つ い て の 多様 性 解析 や 定量 PCR を行 っ た。更 に、機 能遺 伝子 に関する情 報 が 不 十分 な

Nitrosρira、　Nitrosρina等の 亜硝酸酸化菌に つ い て は 、 それぞれ の SSU　rRNA を対象とした定量 PCR を試 み て い る。こ れら

解析 の結果 、 海底堆積物表層に 生息する上記の 窒素循環に関与する微生物群の 分布は、電子受容体として 用 い られる酸

素や亜硝酸の 濃度分布に単純に依存するの で はなく、電子供与体の 濃度等 の複数の 因子 の 影響を受けて い るこ とが示唆

された。
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多摩川 上流河 床礫上バイオフィル ム の 紅色 光合成細菌の 多様性
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【目的】紅色光合成細 菌はプロ テオバ クテ リア に属し、酸素非発生型 の 光合成を行う。なか で も、光独立栄 養だけで な〈多

様 なエ ネ ルギー獲得 系を併せ持 つ 紅色光合成細 菌につ い て は、そ の 環境 適応性や環境分布 に興味が持たれる。ただし、

有機 物流入の限定された 上 流河川における生態は知 られ て い な い。本研 究 で は非培養 法および培養法を用 い て 河 床 の 礫

表面 の 紅色光合成細菌の 多様性を調 べ た。

【方法・結果】東京都青梅市を流れる多摩川 上 流より河床の 礫を採取 した 。 礫表面 に 発達するバ イオ フ ィル ム か ら直接 DNA

を抽出 し、紅色 光合成細菌の 光合成 反 応中心 タンパ ク質遺伝子 pufM の一部を PCR で増幅しクロ ー
ン ライブラリ

ー
を構築し

た。解析 した 37クロ
ー

ン は 18の OTU に 分類され 、ア ル ファ プロ テ オバ クテ リア およ び ベ ータプロ テオバ クテ リア由来と考え

られ る配列が検出された 。 得られた多くの クロ ーン は既知配 列との 相同性が低く、多種類の新種または新属の 存在が示 唆

され た 。 同じバ イオフ ィル ムから、光従属栄養・嫌気条件（光照射、＞ 700nm ）で分離培養を行 っ た とこ ろ、16SrRNA 遺伝子

塩基配列が Rhod。ferax　fermentansおよび Rhodopseudomonas　palustris に高い相同性を示す株が得られた。

【考 察】川床礫表面 の バ イオフィル ム に は酸素発生型光合成生物が主要構成種の ひ とつ として存在して い るが、本研究よ

り、紅色光合成細菌もそれ らと共存して い ると考えられた。また、得られた OTU が 多い ことか ら、特定種が優占化することな

く、多様性 に 富ん で い ると推測され た。今 回検 出した紅色細 菌は、池や 下 水から分離例 の ある既知菌に 近縁な細菌だけで

なく、新種または新属 と推測され る細 菌も多数含まれ て おり、上 流河川 の 礫表面 に は他の 水圏とは異なる紅色光合成細菌
が分布して いると予想される。
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